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1. はじめに                                                                                       
a) これまでの英語教育研究： 

! 実証主義(positivism)に基づくものが中心 
! 英語教育研究と実践のジレンマ 
- 研究は教師の悩みに答えてくれない(磯田 2005) 
- 実証研究としての厳密性の追求→実践（環境）との乖離(酒井 2011) 

b) 反省的実践の必要性 
! 反省的実践の 1つとしてアクション・リサーチ(AR) 
- AR に対する誤った理解 
- 様々な批判（例：結果の一般化ができない 等） 

c) 本発表の目的 
! AR についての概念の整理 
! 結果の一般化についての検討 

 
2. AR とは                                                                                                
a) AR の定義 

! 様々な定義 
- 「自分の教室内外の問題及び関心事について、教師自身が理解を深め、実践を改善する目的で
実施される、システマティックな調査研究」(横溝 2000, p.17) 

- 「ここで取り上げるアクション・リサーチは (中略) 実践の文脈の中から解決すべき問題を発
見し、それに対する解決のサイクルを前進させることによって、実践上の現実的な変化に寄与
することを志向するものである。このようなサイクルを通じて導きだされた知見は、実践固有
のものであると同時に、その文脈性を描き出すことを通じて、一般化が図られていく」（島田 
2008  p.92） 

b) AR の特徴 
! 教室内外の問題点の改善、状況の理解 
- 実証主義研究：先行研究の分析・研究発表・研究会等から問いの生成(浦野 2013) 
- AR：指導していて気になっていること、困っていること、「こうなってほしい」と思うことか
ら問いを生成 (佐野 2005) 

! 問題解決の過程の重視 
- 実証主義研究：直線的な研究プロセス 
- AR：研究の経過に応じて柔軟なプロセスを踏む 

! 深い内省 
- 内省とは暗黙知である教師の知を意識して言語化する行為(八田 2000) 
- 内省を行うことで可能となること（ショーン 2001） 

! 暗黙に行ってきたことに焦点を当てて再度見直すこと 
! 自らの指導する文脈における独自の理論の生成 

- 授業中の省察・授業後の省察の必要性 
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c) AR の手法 
! AR は「リサーチ」と呼べるのか 
- リサーチの構成要素 (1) a question, problem, or hypothesis (2) data (3) analysis and 
interpretation of data (Nunan, 1992, p.3)  

- 後述する流れより、ARは(1)~(3)を満たしていると言えるのではないか 
 

! 一般的な ARの流れ 
- 島田 (2008) - Burns (2010) 
1) トピックの明確化 
2) アクション・プランの策定 
3) データ収集・分析 
4) アクション・プランの評価 
5) アクション・プランの修正 

1) 計画 (plan) 
2) 行動 (action) 
3) 観察 (observation) 
4) 内省 (reflection) 

 
! AR の分類：仮説検証型 AR・課題探求型 AR 

- 仮説検証型 AR (佐野 2005) - 課題探求型 AR (横溝 2000) 
1) 問題の発見 
2) 事前の調査 
3) 研究課題の設定 
4) 仮説の設定 
5) 計画の実践 
6) 結果の検証 
7) 報告 

1) トピックの明確化 
2) 予備調査・情報収集 
3) 行動方略の発展・立案 
4) 行動の実施 
5) 行動結果の観察・分析 
6) 行動の内省 
7) 1) ~ 6)を授業ごとに繰り返す 
8) 総括的振り返り 
9) 報告 

 
d) AR の問題点 

! AR のための時間の確保 
- 教師（特に中学校・高等学校）は多忙 
- 日々の忙しさに追われ、ARへの意欲が減退 (三上 2005) 

! AR のもつ苦しさ (今井 2009) 
- 思ったような結果が得られなかったときに学習者に原因を求めてしまう場合が… 
- 自らの実践を批判の対象とする苦しさ 

! AR のハードルの高さ 
- 問いの設定からデータの解釈まで基本的には 1人で行うことに… 
- 専門的知識に基づいた意思決定が必要となることも… 

! 研究としての信頼性 
- AR は「お手軽な実証研究」と呼ばれることも(柳瀬 2008) 

! 変数統制や参加者の無作為抽出が困難 
! 研究としての厳密性・再現性の確保が困難 

- 限られた文脈における実践であり、結果の一般化が困難 
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e) AR の問題点の指摘に対する疑問点 
! AR は苦しくて時間の確保が困難→ARとは机上の空論であり実施不可能なのか 
! 研究としての信頼性→ARは学術的な研究の知見の集積に貢献できないのか 

 
3. 一般化についての議論                                                                              
a) AR はそもそも一般化を目的としていない 

! AR は教師の指導環境に根ざした研究 
! 一般化しないからこそ様々な点に焦点を当てて分析を行うことが可能 (玉井 2009) 

b) 「一般化」の意味が異なる 
! AR の一般化は読者が共感したときに発生する(佐野 2005) 
! 「自分の環境でもこの手法を試そう」→「ある意味での一般化」(佐野 2005, p.12) 

c) 事例の集積があれば… 
! 個々の ARの一般化は不可能だが… 
! 事例の集積によってパターンが見られるようになるのでは(佐野 2005) 

d) 問題点（曖昧な点） 
! 一般化の定義が曖昧 
（結果の一般化という概念：主に実証主義に基づいて指摘されていると思われる） 
! 一般化の可否についての議論 < AR は知見の集積に対してどのように貢献できるのか 

 
4. 構造構成主義の観点から                                                                                
a) 認識論の違い（住 2010） 

! 実証主義に基づく研究： 
- 実存論：自分たちの認識している世界の外に独立する客観的世界が存在する 
- 無作為抽出+変数統制によって標本を抽出し、変数の影響を厳密に調査する 

! AR：一種の事例研究 
- 観念論：自分たちの認識よって世界は規定されている 
- 文脈のもつ意味や特徴を明確にした上での研究 

! 異なった認識論に基づく研究間での知見の集積のために…構造構成主義(西條 2005） 
 
b) 構造構成主義的の観点から：仮説継承（田中・山西 2003, 山西・田中 2004） 

! 仮説継承のプロセス：仮説生成→仮説検証→仮説継承→仮説検証… 
- 仮説生成：質的データの積極的解釈、主観の活用 
- 仮説検証：生成された仮説について、推測統計等の手法を用いて厳密に検証 
- 仮説継承：検証された仮説をさらに多様な解釈の元に戻し、知見の発展、精緻化を図る 

 
c) 仮説継承のプロセスから考える AR 

! 仮説生成：ARは特定の文脈における現象説明の理論生成や教師独自の理論生成の役割有り 
! 仮説検証：変数の統制、無作為抽出といった手法は（倫理的にも）不可能 
! 仮説継承：既に検証された知見を教師の指導環境に応用、指導法の評価（ARそのもの） 
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5. 実践研究の観点から                                                                           
a) 探求的実践(EP)の観点から 

! “think globally, act locally, think locally”  (Allwright 2003, p.115) 
- think globally: 指導している文脈を取り払って考えることによる根本的な原理の探求 
- act locally: 原理を実践者の固有の文脈の中で試行する 
- think locally: 試行錯誤の結果について考察→原理についての考察の深化・発展へ 

b) 臨床心理学研究から 
! 実践研究の種類：実践を通しての研究と実践についての研究 
- 実践を通しての研究：「現実に介入する実践を行いながら研究するあり方」(下山 2008, p.5) 
- 実践についての研究：「…研究者が実践活動そのものから離れ、実践活動を客観的対象として研
究するあり方」(下山 2008, p.15) 

! 実践を通しての研究と実践についての研究の関係 
- 実践を通しての研究：仮説やモデルの提示 
- 実践についての研究：モデルの検証 

 
6. まとめ                                                                                         
a) AR の再整理 

! AR = 「お手軽な実証研究」はもう卒業 
! AR は実践者の固有の文脈についての理解や問題解決を狙った一種の事例研究である 

 
b) 結果の一般化について 

! 一般化=「統計的一般化」であれば ARの結果の「一般化」は不可能 
! AR が研究の知見の集積、発展に貢献するポイント 

- 現象理解のためのモデルや仮説の提示 
- 検証された知見を固有の文脈の中で試行し知見の発展、精緻化を図る 
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